
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

次世代インフラの構築に向けた取組

国土交通省

平成２５年３月

資料１－２



次世代インフラの構築に向けた取組

ねらい： 安全・安心で快適・効率的な社会を支える次世代インフラの構築

②安全、快適・効率的な
交通の実現

①安全・安心な
社会資本整備・管理

○災害に強い国土づくり

○社会資本の
戦略的な維持管理・更新

■非破壊検査技術の開発・導入
■維持管理・更新に係る情報
の蓄積・活用

○安全で効率的な人と車の
交通

■ITS技術の高度化
■ICT を活用した歩行者移動支援

○快適・便利な地域公共交通

最先端のICT（情報通信技術）等を活用し より価値の高い社会インフラを再創造
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次世代インフラの共通基盤

○建設生産プロセスの高度化○国土基盤情報の整備

③活力ある国土・地域の形成

○都市緑化による快適な暮らし

○次世代住宅・まちづくり

■スマート住宅、スマートシティ
の実現

○海洋開発による富の創出
■洋上風力発電・海洋資源開発
の実施

これらの技術は、今後のアジア諸国のニーズを見据え、海外展開も視野に入れ、戦略的に推進



■非破壊検査技術の開発・導入

老朽化が進行する道路や堤防等の構造物
に対する非破壊検査技術を開発促進し、現
場へ積極的に導入・検証することで、維持管
理の効率・効果の向上を図る。

座標制御（ＸＹ座標）による技術

点検員による遠隔制御
による点検・状態記録

ＣＡＤデータへの点検
記録のマップ化

レーザースキャナー等による状態の記録
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点検評価及び
調書等の作成

＜レーザースキャナー
等の機械調査の
導入＞

○社会資本の戦略的な維持管理・更新

次世代インフラの構築に向けた取組（個別事例１／３）

＜モービルマッピングシステムによる管理技術の効率化＞

デジタル
カメラ

GPS
アンテナ IMU

レーザスキャナ
高精度・高効率
維持管理データとして利用

河川堤防の点検において

データ確認＋目視確認

堤防等を実測したレーザ点群

取得データより、
堤防の変状、沈下
等の恐れのある箇
所を絞り込み

取得データより、
堤防の変状、沈下
等の恐れのある箇
所を絞り込み

■維持管理・更新に係る情報の蓄積・活用

管理
計画

点検
補修
補強

製作
施工

計画
設計

橋梁
DB

構維持管理（寿命）を念頭に

おいた橋梁計画設計（LCC）
⇒ 橋梁形式選定の参考

前回点検から5年以上経過し

た橋梁数は？
⇒ 点検業務予算策定

蓄積された点検データなどの

活用
⇒データ分析

過去行われた点検結果

との比較
⇒ 劣化進行の把握

橋梁の例

（活用イメージ）

インフラの施設状況の見える化を進めるため、
施設毎の現状等の情報をデータベース化し、
当該情報のプラットフォームを構築。

上記取組とともに、維持管理等の専門技術を有する人材の育成が重要 2


